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＊ 愛 知 県 衛 生 研 究 所 において平 成 15 年 ～16 年 シーズンのインフルエンザの流 行 予 測

（報 告 総 数 、報 告 推 移 ）を行 なったところ、インフルエンザ総 報 告 数 は 24,100（50％信 頼

範 囲 14,200～41,100）となり、前 シーズン 39,829 の約 60％に減 少 する。ピークは第 5

週 (1 月 26 日 ～2 月 1 日 ；5,600 )、終 息 は第 14 週 （3 月 29 日 ～4 月 4 日 ）と予 測 され

て い ま す 。 な お 、 集 団 か ぜ の 発 生 に つ い て は 愛 知 県 の ホ ー ム ペ ー ジ 記 者 発 表 資 料

（h t tp : / /www. p re f . a i ch i . j p / s e rv i ce /k i sya /）をご覧下 さい。  

疾患名  前週  今週 備  考  

17.6 35.5

インフルエンザ
  

イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス に よ る 急 性 感 染 症 で

高 熱 、 四 肢 疼 痛 、 頭 痛 、 全 身 倦 怠 感 、 食 欲 不

振 を 主 症 状 と す る  

6.6 7.0 

感染性胃腸炎
  

細 菌 あ る い は ウ イ ル ス な ど の 感 染 性 病 原 体 に

よ る 嘔 吐 、 下 痢 症  

2.2 2.3 

水  痘
  

「 み ず ぼ う そ う 」 と も 呼 ば れ 、 ウ イ ル ス が 原

因 で 発 生 す る 人 か ら 人 に う つ る 感 染 症  

＊ 全国状況につきましては厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－ホ－ムペ－ジ

（h t tp : / / i d sc .n ih .go . jp /kan ja / i ndex - j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。 

定点当たり報告数 

減少     横ばい    増加 
＊矢印は過去6週間の報告数の平均と今週の 
報告数を比較したものです。 

 
感染症についての説明及びグラフ総覧については、  
愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

（ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  
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 インフルエンザの保健所別報告数の推移 (名古屋市含む ) 
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3週
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△ は今週注意報が出ている保健所です。
〇 は今週警報が出ている保健所です。

4週
定点
当たり

3週
定点
当たり

4週
定点
当たり

3週
定点
当たり

名古屋市 △ 1719 24.6 802 11.5 岡崎市 △ 248 22.5 150 13.6
瀬戸 〇 313 34.8 165 18.3 衣浦東部 〇 531 48.3 366 33.3
津島 〇 508 72.6 225 32.1 西尾 △ 123 24.6 64 12.8
師勝 〇 217 54.3 102 25.5 豊田市 〇 435 54.4 249 31.1
一宮 △ 344 21.5 156 9.8 加茂 〇 107 35.7 57 19.0
春日井 〇 504 56.0 304 33.8 豊橋市 〇 893 74.4 288 24.0
江南 〇 206 34.3 70 11.7 豊川 〇 392 43.6 191 21.2
半田 △ 131 21.8 73 12.2 新城 17 8.5 13 6.5
知多 ○ 228 32.6 153 21.9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚 生 労 働 省 感 染 症 発 生 動 向 調 査 警 報 発 生 シ ス テ ム に よ る イ ン フ ル エ ン ザ の

流行発生注意報は保健所（市）定点当たり 10 人を越えた場合に、また、流行

発生警報は 30 人を越えた場合に発生し、 10 人を下回るまで継続します。警報

の 意 味 は 大 き な 流 行 が 発 生 ま た は 継 続 し つ つ あ る こ と が 疑 わ れ る と い う こ と

です。  

 



定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

● 病 原 性 大 腸 菌 Ｏ1 0 歳 男 、2 歳 男 、3 歳 女 、32 歳 女  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ18 2 歳 男 、9 歳 女 、14 歳 女 、18 歳 女 、40 歳 女  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ25 1 歳 女  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ86ａ 1 歳 男 、20 歳 男  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ112ａｃ 15 歳 女  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ125 1 歳 女  

病 原 性 大 腸 菌 Ｏ153 2 歳 男  

ロタウイルス 12 名  

アデノウイルス 1 名  

インフルエンザ著 増  

ロタウイルス著 増  

感 染 性 大 腸 菌 発 生 も著 増 しております。 

【尾 西 市  城 後 小 児 科 】

● インフルエンザは全 てＡ型 で２７例 中 ８例 予 防 接 種 ずみ。 

【一 宮 市  後 藤 小 児 科 医 院 】

● インフルエンザ増 加 （Ａ型 52 人 、Ｂ型 1 人 ）17 人 はワクチン接 種 者  

エルシニア腸 炎  2 歳 男  

【一 宮 市  あさのこどもクリニック】

● インフルエンザ全 てＡ型  

【一 宮 市  平 谷 小 児 科 】

● アデノウイルス感 染 があいかわらず流 行 しています。 

【稲 沢 市  稲 沢 市 民 病 院 】

● 生 研 のインフルエンザキット使 用 していますが、15 分 では反 応 が終 了 しないことがあ

り、疑 わしい症 例 はメンブレンが乾 いてから再 判 定 する必 要 があります。疑 陽 性 例 は

減 少 しましたが、感 度 がやや下 がった印 象 です。綿 棒 は太 くて鼻 に入 りません。 

【犬 山 市  武 内 医 院 】

● インフルエンザが急 増 しました（64 名  すべて Ａ型 ）。 

【江 南 市  みやぐちこどもクリニック】

● インフルエンザ 50 例  全 てＡ型 で軽 症 が多 い。うちワクチン接 種 者  14 名  

水 痘 も多 し 

【岩 倉 市  医 療 法 人 なかよしこどもクリニック】

● 8 歳 男 、10 歳  マイコプラズマ感 染 症  

インフルエンザワクチン接 種 者 で罹 患 された方 が数 名 居 られます。 

【春 日 町  丹 羽 医 院 】

● インフルエンザ予 防 接 種 ずみの人 も検 査 で陽 性 になった患 者 さんがありました。 

3 名  53 歳 女 、13 歳 男 、71 歳 男  

【師 勝 町  師 勝 クリニック】

● インフルエンザはすべて A 型 です。 

【師 勝 町  田 中 クリニック】



尾張東部地区  

● Ａ型 インフルエンザが増 えていますが、約 1／4 はワクチン接 種 しています。 

伝 染 性 紅 斑 もあり。  

【瀬 戸 市  津 田 こどもクリニック】

● インフルエンザ急 増 しました（ほとんどＡ型 ですがＢ型 も１例 ありました）。 

アデノウイルス感 染 症 も幼 児 で散 見 されます（咽 頭 結 膜 熱 ４歳 男 児 ）。高 熱 を認 め

ますがインフルエンザと異 なり一 般 状 態 が良 好 です。 

その他 、嘔 吐 下 痢 も多 く見 られます。 

溶 連 菌 、水 痘 、伝 染 性 紅 斑 散 発 （伝 染 性 紅 斑 4 歳 女 児 はＡ型 インフルエンザも

合 併 ） 

【尾 張 旭 市  医 療 法 人 誠 和 会  佐 伯 小 児 科 医 院 】

● 41 歳 女 黄 色 ブ菌 感 染 性 腸 炎  

78 歳 女 カンピロバクター感 染 腸 炎  

8 名 Ａ型 インフルエンザ 

【豊 明 市  豊 明 団 地 診 療 所 】

● A 型 インフル 35 例 （11 例  ワクチン済 み） 

B 型  1 例  

A、B 型  1 例  

タミフル無 効 例  3 例  

【春 日 井 市  朝 宮 こどもクリニック】

● インフルエンザＡが流 行 してます。15、16 歳 の中 3～高 1 が多 いです。 

インフルエンザワクチン 2 回 接 種 しても罹 患 しているケースもあります。 

【春 日 井 市  かちがわ北 病 院 】

● インフルエンザＡ流 行 （先 週 に比 して急 増 ）全 体 に有 熱 期 間 短 い。 

ウイルス性 胃 腸 炎 あるも多 くない。 

アデノ感 染 減 少  

【小 牧 市  小 牧 市 民 病 院 】

● 4 歳 男 子 1 人 Ａ、Ｂ型 です。 

インフルエンザＡ型 と感 染 性 胃 腸 炎 が多 い様 です。 

【小 牧 市  医 療 法 人 心 正 会 鈴 木 小 児 科 】

● インフルエンザＡ 15 名  

【半 田 市  医 療 法 人 林 医 院 】

● インフルエンザ 10 名  全 てＡ型  

【南 知 多 町  医 療 法 人 大 岩 医 院 】

● アデノチェック瞬 時 に（＋）となる。アデノウイルスによる扁 桃 炎  3 歳 女 、2 歳 女  

【美 浜 町  愛 知 県 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会 知 多 厚 生 病 院 】

● 小 、中 学 校 でインフルエンザ流 行 しています（A 型 です）。 

              【東 海 市  小 児 科 ハヤカワ医 院 】

● インフルエンザ流 行 中 ですが、急 激 な増 加 はなし。 

胃 腸 炎 での CRP 上 昇 が何 例 かあり。 

              【大 府 市  まえはらこどもクリニック】



西三河地区  

● 4 歳 男  アデノウイルスイムノカードＳＴ（＋） 

5 歳 男  st repA（＋） 

1 歳 男  病 原 大 腸 菌 Ｏ125 

6 歳 男  病 原 大 腸 菌 Ｏ25 

【豊 田 市  星 ヶ丘 たなかこどもクリニック】

● インフルエンザは全 例 A 型 です。このほかにクイック陰 性 、タミフル有 効 の例 がチラ

ホラ見 られました。 

【豊 田 市  わかぞの東 洋 クリニック】

● 9 ヵ月 女  病 原 大 腸 菌 Ｏ6 

1 歳 男  サルモネラ腸 炎  

【豊 田 市  すくすくこどもクリニック】

● 1 歳 女  病 原 性 大 腸 菌 Ｏ1、Ｏ6 

【岡 崎 市  花 田 こどもクリニック】

● 5 歳 女  病 原 性 大 腸 菌 Ｏ1 ＶＴ(－) 

4 歳 女 、6 歳 男  イムノカードＳＴ アデノウイルス(＋) 

【岡 崎 市  にいのみ小 児 科 】

● 4 歳 女  アデノウイルス滲 出 性 扁 桃 炎  

インフルエンザ 全 てＡ型  ワクチン接 種 者  40％位  

【岡 崎 市  医 療 法 人 川 島 小 児 科 水 野 医 院 】

● インフルエンザＡ型  28 名  (9 名 家 族 内 発 症 、5 名 ワクチン接 種 済 ) 

27 名  ラピッドテスタ Flu  ＡＢ Ａ(＋) 

【岡 崎 市  永 坂 内 科 医 院 】

● 男 性 16 例 、女 性 12 例  

70 歳 代 女 性 2 例 はワクチン接 種 済 み（いずれも家 庭 内 感 染 ）。 

【岡 崎 市  村 山 医 院 】

● インフルエンザ増 加 してきました。 

ロタウイルス感 染 症 も増 加  

【碧 南 市  永 井 小 児 クリニック】

● キャピリアＦｌｕＡ（＋） 26 例  

【刈 谷 市  田 和 小 児 科 医 院 】

● インフルエンザ 58 名 、10 歳 以 上 に多 い。  

【知 立 市  宮 谷 クリニック】

● インフルエンザは全 例 A 型  

4 ヵ月 男  RS ウイルス 

1 歳  アデノウイルス胃 腸 炎  

2 歳  カポジ水 痘 様 発 疹 症  

6 ヵ月 男 、1 歳 男 、3 歳 女  アデノウイルス感 染 症  

【幸 田 町  とみた小 児 科 】

● インフルエンザ A 12 名 （3 名 はワクチン接 種 済 ） 

【西 尾 市  やすい小 児 科 】

● 今 年 もインフルエンザ予 防 接 種 済 みの小 児 の罹 患 目 立 ちます。 

【西 尾 市  山 岸 クリニック】



● インフルエンザが増 えてきました。 

感 染 性 胃 腸 炎 もひき続 き多 いです。    

【三 好 町  三 好 町 民 病 院 】

東三河地区  

● インフルエンザＡ流 行 中  

麻 疹 1 歳 女 （5 歳 姉 より感 染 、2 人 共 ワクチン未 接 種 ） 

【豊 橋 市  医 療 法 人 こどもの国 大 谷 小 児 科 】

● インフルエンザＡ型 がほとんどですが、ＦｌｕＢ（＋）が一 人 いました。 

【豊 橋 市  あずまだこどもクリニック】

● インフルエンザが大 流 行 中 です。すべてＡ型  

【豊 橋 市  野 村 小 児 科 】

● 74 人 （13 歳 ～74 歳 ）全 てＡ型 であった。 

そのうちワクチン接 種 後 の感 染 者 を 8 人 認 めた。 

【豊 橋 市  医 療 法 人 山 本 内 科 】

● インフルエンザが大 流 行 しています。 

209 例 すべてＡ型 でした。 

【豊 橋 市  医 療 法 人 羽 柴 クリニック】

一～三類感染症の発生状況  －愛知県 (名古屋市を除く。 )－  

●  発生報告なし  

四類・五類（全数把握）感染症の発生状況 
               －愛知県 (名古屋市を除く。 )－  

 

●  後天性免疫不全症候群 1 例   

（無 症 候 性 、推 定 感 染 経 路 ：不明 、推 定 感 染 地 域 ：不明 ）  
 

●  梅毒 1 例（ 無 症 候 性 ：3 週 の追 加 報 告 ）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



愛知県感染症情報              平成 16 年 1 月 29 日  

            愛 知 県 衛 生 研 究 所 企 画 情 報 部 （文 責  磯 村 ） 
 

寒 い日 が続 いています。通 勤 電 車 で見 回 しているとコ－トにマフラ－、マスクに手 袋 と

いう完 全 装 備 で武 装 した人 が目 立 ちますが、見 ているだけでこちらが寒 くなりそうな短 いス

カ－トの女 子 高 生 もいたりします。いつも貴 重 な情 報 を有 難 うございます。１月 前 半 のまと

めをお送 りします。 
 

１）  名 古 屋 市 内 ：名 鉄 病 院 福 田 先 生 からはＡ型 インフルエンザ（重 症 の要 入 院 例 急 増

中 ）とロタウイルス感 染 症 が増 加 、水 痘 が多 い傾 向 があり稀 に風 疹 もあり、気 管 支 炎 ・

マイコプラスマを含 む肺 炎 が目 立 つ、差 出 人 不 明 で筆 跡 から第 一 日 赤 松 山 先 生 ？か

らインフルエンザＡ１０例 、水 痘 ６例 、非 ロタウイルスの感 染 性 胃 腸 炎 入 院 ７例 、城 北 病

院 渡 辺 先 生 からはインフルエンザ様 疾 患 が急 増 し時 間 外 が多 忙 、熱 がでると深 夜 で

も受 診 、ワクチン接 種 者 でもインフルエンザ陽 性 者 が多 く、水 痘 散 見 ＲＳウイルス陽 性

者 はあまり多 くない、第 二 日 赤 岩 佐 先 生 からはインフルエンザＡとロタウイルス腸 炎 が

外 来 や入 院 例 で目 立 つ、千 種 区 今 枝 先 生 からは感 染 性 胃 腸 炎 （ウイルス性 ）が時 々

あり大 人 も数 名 、ムンプスの小 学 生 ２名 、マイコプラスマ感 染 症 が幼 児 や小 学 校 低 学

年 で時 々あり、三 菱 病 院 入 山 先 生 からはＡ型 インフルエンザが１３例 と目 立 ち気 管 支

炎 ・肺 炎 を合 併 した入 院 例 ６例 、マイ コプラスマを含 む肺 炎 の入 院 １０例 、感 染 性 腸

炎 と溶 連 菌 感 染 症 が各 ２例 、中 京 病 院 柴 田 先 生 からインフルエンザ増 加 し入 院 例 も

増 加 、ロタウイルス感 染 症 も発 生 し要 入 院 例 あり、大 同 病 院 水 野 先 生 からはインフル

エンザは少 しずつ増 加 しているがまだそれ程 多 くない、ロタウイルス腸 炎 が増 加 中 で脱

水 がひどくて要 入 院 例 目 立 つ、肺 炎 （マイコプラスマ）の入 院 目 立 つとのお手 紙 でした。 
 

２）  尾 張 地 区 ：犬 山 市 武 内 先 生 からは感 染 性 胃 腸 炎 の多 発 が持 続 （カンピロバクタ－３

例 を含 む）、水 痘 と伝 染 性 紅 斑 が散 発 中 でＡ型 インフルエンザ感 染 症 ３例 、江 南 市 昭

和 病 院 小 児 科 からはＡ型 インフルエンザ、感 染 性 胃 腸 炎 、溶 連 菌 感 染 症 が目 立 ち、

ＲＳウイルス感 染 症 による入 院 例 も目 立 つ、常 滑 市 民 病 院 上 田 先 生 からはロタウイル

スとその他 の感 染 性 腸 炎 （要 入 院 例 あり）、インフルエンザ（入 院 例 目 立 つ）、水 痘 （重

症 例 で入 院 あり）と溶 連 菌 感 染 症 、マイコプラスマ肺 炎 、ＲＳウイルスによる細 気 管 支

炎 の入 院 も目 立 つ、半 田 市 民 病 院 小 児 科 からはインフルエンザＡが少 し出 てきた（入

院 例 あり）、マイコプラスマ様 肺 炎 少 数 、ロタ陰 性 の感 冒 性 胃 腸 炎 少 数 とのお手 紙 で

した。 
 

３）  三 河 地 区 ：トヨタ病 院 木 戸 先 生 からはインフルエンザＡ型 目 立 ち入 院 例 も増 加 、熱

性 痙 攣 の入 院 が目 立 ち、ロタウイルス、ＲＳウイルス感 染 症 散 見 、加 茂 病 院 梶 田 先 生

からはインフルエンザＡが少 しずつ増 えてきた、ウイルス性 腸 炎 （ロタ陰 性 ）が多 く水 痘

が流 行 中 でＲＳウイルス、アデノウイルス感 染 症 の入 院 が多 い、安 城 更 生 病 院 小 川 先

生 からは嘔 吐 を主 とする胃 腸 炎 が多 くＡ型 インフルエンザが散 発 、乳 児 早 期 の細 気 管

支 炎 が多 い、知 立 市 近 藤 先 生 インフルエンザＡ４例 、ムンプス流 行 中 で嘔 吐 性 感 冒

がまだつづき、ロタウイルス感 染 で入 院 ２例 、刈 谷 市 田 和 先 生 からはインフルエンザＡ

が 毎 週 ４ ～ ５ 名 、 嘔 吐 下 痢 症 が 目 立 ち ロ タ ウ イ ル ス 陽 性 が た ま に 、 水 痘 と ム ン プ ス が

時 々、碧 南 市 永 井 先 生 からは嘔 吐 を主 症 状 とする胃 腸 炎 が引 き続 き目 立 ちＡ型 イン

フルエンザが出 始 めた、豊 橋 市 からはインフルエンザＡ、感 冒 性 嘔 吐 症 、マイコプラス

マ 肺 炎 が目 立 ち 、 年 始 の 診 療 開 始 早 々麻 疹 患 者 に 緊 張 （市 内 長 屋 先 生 、 宮 澤 先

生 ）とのお手 紙 でした。有 難 うございました。 



 ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳       平成 16 年 1 月 29 日  

愛 知 県 衛 生 研 究 所 企 画 情 報 部 （文 責  磯 村 ） 
 

２００４年 １月 ９日 （７９巻 １／２号 ） 

☆ ＳＡＲＳの検 査 室 診 断 例 。中 国 南 部 。中 国 南 部 ・広 東 省 居 住 の３２歳 男 性 がＳＡＲＳ

の疑 いで１２月 ２０日 から入 院 していたが検 査 室 内 診 断 からＳＡＲＳウイルス陽 性 との報

告 が１月 ５日 にＷＨＯにあった。この例 は実 験 室 内 接 触 事 故 以 外 の感 染 発 病 例 として

は０４年 の最 初 の確 定 例 で、ＴＶプロデュ－サ－、１２月 ２６日 の検 査 結 果 から疑 いをも

たれていたが、ＷＨＯの公 認 検 査 機 関 である香 港 大 学 とクイ－ンメリ－病 院 ウイルス部

でＳＡＲＳコロナウイルス陽 性 と確 定 された。感 染 経 路 は不 明 。市 場 で販 売 されている

ハク ビシ ンなど の野 生 動 物 との接 触 が過 去 の 例 では報 告 されている が今 日 ま で決 定

的 な証 拠 は得 られていない。この例 についても、野 生 動 物 との接 触 などの明 白 な感 染

機 会 はない。中 国 当 局 はさしあたり発 病 ４日 目 以 後 の本 人 の隔 離 と接 触 者 の調 査 を

開 始 し、ＷＨＯ専 門 家 を含 むチ－ムが派 遣 された。 

☆ 新 生 児 破 傷 風 根 絶 。マラウィ。２００２年 、マラウィ当 局 はＷＨＯと国 連 小 児 基 金 との

協 力 のもとに、生 出 産 １,０００当 り１例 以 下 を目 標 に根 絶 計 画 が開 始 された。基 本 とし

ては 新 生 児 破 傷 風 の報 告 、 清 潔 な出 産 、 出 生 前 の妊 婦 管 理 、 妊 婦 と妊 娠 可

能 年 齢 の女 性 への破 傷 風 トキソイド（ＴＴ）接 種 である。０１年 における全 国 集 計 は、①

新 生 児 破 傷 風 発 生 率 （ 生 出 産 １ , ０ ０ ０ 当 り ） ： ０ . ０ ４ （ 分 布 ０ ～ ０ . ３ ３ ） 、 ② 清 潔 な 出

産 ％：５６（分 布 ３～７９）、③ＴＴ２回 接 種 妊 婦 ％：８５（分 布 ２１～１１１）、④妊 婦 検 診 受

診 率 ％：９１（分 布 は未 報 告 ～１４１）、⑤ＤＰＴ三 混 ３回 終 了 乳 児 ％：８４（分 布 ７４～１３

０）、⑥ＤＰＴが１回 か２回 だけの％：１２.５（分 布 ７.９～２６.８）であった。結 果 が良 くない

３地 区 （８,３４１世 帯 ３８,２２１名 ）を選 び訪 問 員 による調 査 と指 導 実 施 、０３年 ４月 には

ＴＴ２回 接 種 者 が妊 婦 で８４％（分 布 ８１～８７％）、妊 娠 可 能 年 齢 女 性 で７８％（分 布 ７

４～８２％）となっていた。 

☆ 結 核 とＨＩＶ感 染 者 （ＴＢ／ＨＩＶ）。ＷＨＯのＴＢ／ＨＩＶ政 策 への勧 告 。 目 標 ： 

①ＴB とＨＩＶ／ＡＩＤＳ対 策 の共 同 作 業 の機 構 を確 立 、②ＨＩＶ／ＡＩＤＳ生 活 者 から結 核

を減 ら す、③結 核 患 者 から ＨＩＶ感 染 を減 らす 。 体 系 ：①結 核 対 策 と ＨＩＶ対 策 の 効

果 的 な連 携 活 動 体 系 を全 てのレベルで確 立 する。②結 核 患 者 中 のＨＩＶ感 染 動 向 調

査 。③対 ＴＢ／ＨＩＶ合 同 計 画 実 施 と監 視 。 ＨＩＶ／ＡＩＤＳ生 活 者 から結 核 を減 少 す

るため正 確 な調 査 、ＩＮＨ予 防 内 服 導 入 、公 衆 衛 生 活 動 強 化 が必 要 。 結 核 患 者 の

ＨＩＶ感 染 対 策 ：ＨＩＶ検 査 、カウンセリング、ＨＩＶ感 染 予 防 の指 導 、感 染 者 の支 援 、抗

ＨＩＶ剤 の導 入 など。 世 界 各 国 の成 人 のＨＩＶ陽 性 率 、結 核 患 者 のＨＩＶ陽 性 率 を多

い順 にカテゴリ－１からカテゴリ－３に分 類 して対 策 実 行 の勧 告 が示 されている。 

☆ インフルエンザ。世 界 の情 況 （鳥 型 インフルエンザについては記 載 なし）。ベルギ－：

流 行 中 。Ａ（Ｈ３Ｎ２）型 。カナダ：流 行 中 の地 区 と減 少 した地 区 。Ａ（Ｈ３Ｎ２）型 が主 流 。

チェコ、フィンランド、フランス、ギリシャ：小 規 模 ～全 国 流 行 。Ａ（Ｈ３Ｎ２）型 。ノルウェ

－：やや減 少 、ポルトガルとロシア、スイスいずれも増 加 、Ａ（Ｈ３Ｎ２）型 。ウクライナ：増

加 中 でＡ（Ｈ３Ｎ２）とＡ（Ｈ１Ｎ１）型 。米 合 衆 国 ：流 行 中 の州 の数 は減 少 したが肺 炎 患

者 数 と死 亡 例 数 は平 年 より多 い。Ａ（Ｈ３Ｎ２）型 が主 流 。ワクチンと同 じタイプ。           

☆ １月 ２日 －８日 届 出 。コレラ：ベニン、コンゴ、リベリア、マリ、ニジェ－ル、ウガンダ、ザン

ビア、ジンバブエ、インド。 
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195 182 35 51 13 22 6,916 38 215 1,269 411 6 80 116 1 1 2 1 102 1 26 0 0 4 0 0

125 112 24 37 12 18 5,197 34 184 843 349 5 64 88 1 0 2 1 84 1 25 0 0 4 0 0

名 古 屋名 古 屋 市 70 70 11 14 1 4 1,719 4 31 426 62 1 16 28 1 18 1
尾 張 東 部瀬 戸 9 9 2 3 1 2 313 2 25 55 10 3 7 6 1
海 部 津 島津 島 7 7 2 2 1 508 3 105 26 1 4 1 1 1
尾 張 中 部師 勝 4 4 1 1 217 31 8 4 1
尾 張 西 部一 宮 16 12 3 4 1 344 1 13 73 30 2 8 4
尾 張 北 部春 日 井 9 9 2 3 1 504 13 17 52 23 1 11 8 12 1

江 南 6 6 1 2 206 5 20 81 37 3 6 1
知 多 半 島半 田 6 6 1 2 1 1 131 10 19 6 6 5 3 1

知 多 7 7 2 2 2 228 2 9 79 32 1 12 7 4
西 三 河 南 部岡 崎 市 11 7 2 2 1 1 248 27 9 31 3 10 7 3

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 531 15 63 35 1 10 29 1
西 尾 5 5 1 2 1 1 123 11 33 11 2 2 8

西 三 河 北 部豊 田 市 8 8 2 3 1 4 435 7 7 106 31 10 7 1 8 17
加 茂 3 3 1 107 1 3 19 5 1

東 三 河 南 部豊 橋 市 12 8 2 4 1 893 1 15 72 26 1 7 1 1 1
豊 川 9 8 1 2 1 7 392 2 9 45 38 11 3 1 1 2

東 三 河 北 部新 城 2 2 1 17 1

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 18 #### 34 184 843 349 5 64 88 1 0 2 1 84 1 25 0 0 4 0 0
～6ヶ月 7 35 11 16 3 1 6
～12ヶ月 7 82 1 2 41 30 1 49 1
0歳
1歳 4 279 6 6 107 78 2 31 1 1 4
2歳 277 4 8 76 64 1 4 2 10 2
3歳 313 4 17 84 51 1 8 9 3
4歳 396 11 41 70 48 13 11 1
5歳 268 2 47 67 25 15 17 2
6歳 232 1 22 45 12 7 1 7
7歳 201 1 13 46 10 3 8
8歳 174 1 6 15 7 5 5
9歳 213 2 7 29 1 2 3

5歳～9歳 1
10歳～14歳 #### 1 9 76 4 2 5 1 2
15歳～19歳 502 1 26 1
20歳～ 5 150 3 1 5
20歳～29歳 360 1 1
30歳～39歳 366 6
40歳～49歳 176 2
50歳～59歳 90 4
60歳～69歳 67 2
70歳～ 1
70歳～79歳 37
80歳以上 26


